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nnnnnn □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

--この取扱説明書と保証書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。そのあと保ちし、 

必要なとをにお読みください。 

•保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店か b お受け取りく 
ださい。 

































































湿度をほどよく維持することび 


nnnnnnnn 

□ □□凹 


快適湿度は40%〜60%です。湿度サインび 
30%!；!下を表示しているとをは乾燥注意！！ 
また、加湿のしすざは結露の原因になります。 
快適湿度を保つために自動運転をお使いになる 
ことをおすすめします。ページ） 


DDDDDDDD 

DDDDDDDD 



□ □□□□ 
□ □□□□ 
DDDD 


巧れや水あかによりカビや雑菌び繁殖し、悪臭び 
することびあります。 （0^9. 10ページ） 

また、タンクの水ち毎曰替えて<ださい。 

(傾 7.8 ページ） 



DDDDDDD 

DDDDD 


■ □□□□□□□□□□□□□□□□□ 


例えた5、 



沸騰したやかんか b 湯気 
び出る状態びスチームフ 
アン式。 


洗濯物び乾< とを、水分び 
気体になって放出される状 
態び気化式。 


•水を沸騰させていないので、本体ち吹出 □ 
か b 出る風ち熱くありません。 
^ぉ部屋の広さにょっては寒く感じること 
びあ0ます。 



V 


2 






















快適さと健康を保ちます 


加湿フィルターのお手入れの目安は2週間に1回です。 

(お手入れランプび点灯）巧れたままのフィルターは 
カビや雑菌び繁殖したり、不純物び付着し、悪臭や性能低 
下の原因になります。 （ c ^ lO ページ） 


□叫 



□ □□□□回 . 4 


冬場は暖房機を運転しなび b おやすみすると、のどや鼻 
び乾燥して、風邪の原因になることびあります。切タイ 
マー運転を使って加湿しなび b おやすみすることをおす 
すめします。6ページ） 


DDDDDDDDDDD . 6 

•運転モードを変えたいとを 
•切タイマー予約をしたいとを 




DDDDDDDD . 8 

•タンクのお手入れ 
♦本体が部のお手入れ 
♦本体のはずしかた、取り付けかた 
•吸気グリル/プリフィルターのお手入れ 
♦吸水管/本体内部のお手入れ 
□ □□□□□□□□□(□ 日） □□□ 日 .......... 10 

•加湿フィルターセット/水槽のお手入れ 
•加湿機用洗剤の使いかた 

□ □□(□□□□□□□日)□□□□□□□日 . 11 

〜ク エン酸の使い かた〜 

□ □□□□□□(□□□)□□□. 12 


DDDDDDDDDD . 11 

□ □ 回！？ . 13 

DDDDDDDDDDD. 14 

□ □ . □ □ □ 

□ □ □ . □ □ □ 
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□ □□□□□ □ し □□□□□□□□□ J 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただ < ことを、次のよラに 
説明しています。 

■DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDmDDDDDDDmDDDDDDD 


Add 

この表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容です。 

Adi 

□ 

1 この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物的損害のみび発生する可能性び想定される」 

1 内容です。 


■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□日□(下記は絵表示の一例です。) 


0 

このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

〇 

このよラな絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


Add 


■□□□□□□□□ ■□□□□□□□□□回 ■□□□□□□□回 

□ □□□□□□回 DDDDDDDDDDD DDDDDDDDD 


分解禁止 


発火したり、異常 
動作して、火災や 
感電の原因になり 
ます。 


•修理は販売店へご相談 
ください。 


□ □ 100 VQ □ □ □ 

□ □回 

® たこ足配線などで 
定格を超えると、 
発熱による火災の 
禁止 原因になります。 


シヨートして、 
火災 • 感電の願 
になります。 

水めれ禁止 


■ DDDDDDDDDDDD ■□□□□□□□□□回 


DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

® 内部に触れたり、 
異常動作して、 
感電や故障の原 
禁止 因になります。 


□ □□□□回 



感電の原因に 
なります。 


めれ手禁止 


■ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

( 傷つけたり、加工したり、熱器具におづけたり、無理に® \ 
げたり、ねじったり、引っ張ったり、重いちのを載せたり、 
束ねたりしない J 

0 傷んだまま使用すると、 

感電•ショート•火災の原因になります。 

禁止 •コードやプラグの修理は、販売店にご相談 

ください。 


■DDDDDDDDDD 

□ □□□□回 

© 差し込みび不完全で 
すと、感電や発熱に 
よる火災の原因にな 
ります。 

•傷んだプラグ-ゆるんだコンセン 
卜は使わないでください。 


■ DDDDDDDDDDDD 

□ □□□回 


電源プラグ 
を损< 


不意に作動して 
けびをしたり、感電の 
原因になります。 


ノ 
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□ □□□凹 



水びこぼれます。 


•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

家具や壁にシ結び付いたり、変形の原因に 
な0ます。 

•DDDDDDDDDDDDDD 

フ□ー トの誤作動の原因にな0ます。 


•DDDDDDDD 

凍結したまま使ラと、故障の原因になります。 
•凍結のおそれのあるときは、タンクと水槽の 
水を捨ててください。 


センサー誤作動や 
加湿量の低下、 
故障の原因になり 
ます。 



•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

転倒による本体の破損-故障の原因になります。 
-運転中に不意に操作ボタンを巧し続けた場合 
(約己秒間)、運転び停止します。 


変形*変質や故障の原因になります。 

•DDDDDDDDDDDDD 


水びこぼれて床をめ b し 
たり、本体の故障や本体 
の振動の原因にな0ます。 


I 


•DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

本体内部にほこりびたまり、故障の原因に 
な0ます。 





■DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD ■□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

〇 掃除せずにお使いになると、巧れや水あかによ0、 

カビや雑菌び繁殖し悪臭の原因になります。 

まれに体質によっては、過敏に反応し、健康に 
よ < ないことびあ0ます。 

•この場合は医師に相談してください。 

V_ y 


DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□回 

〇 コードび、シヨートや断線 
して火災-感電の原因 
になります。 



D , 
D 


D 

-□ 


D[ 

□ □ 

D D D 


D D D 
D D D 


D D D 
D D D 


D 

□ 

D 

D 

□ 

D 

□ 



D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D D 


D D 
D D 





〇に 
た因 
つ原 
散い。 
びなす 
飛しま 
び湿り 
水加な 


D 

D 

D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 

参 
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お手入れランプー 
リセットボタン 
(阿10ページ） 




□ □ 


□ □□回 

(内側はプリフィルター) 






□回 


□ □□回 


- □ 


(左ち2力所) 


-□ □ □ (前後2力所） 


■DDDDDDDDDDDDD 

□ □ 



•DDDDDDDDDDDDDDDDD 

-ランプび切り換わり残り時間をお知 b せし 
ます。 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

-タンク水量びかないとタイマーび切れる前 
に自動的に運転び停止します。 


■DDDDDDDDDDDD 

□ □ 



(点灯） 



手動運転 


ピッピッピッ 

40 ^ 50^0 

◎ 

白動運乾 

(設定湿度の目安） 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□一い□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
-使用状況(お部屋の気密性、外気の温度•湿度)によって、 
お部屋の湿度び60%にな b ない場合びあります。 

•DDDDDDDDDDDDD 

-「弱」…かなめに加湿します。 

長時間かけてゆっくり加湿したいとをや 
就寝時にタイマー運転と一緒に 
-「強」…多めに加湿します。 

すばやく加湿したいとをに 


nnnnnnnnnnn 
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D D D D 


1 DDDDDDDDD 
DDDDDDDD 

•□□□□□(□□)□□□□ 

(一般に水道水は塩素処理されており、雑菌び繁殖 
しにくいたがです） 

□ (40 も □ □の□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
^本体の変形ゃ故障の原因になる恐れびぁるため 




□ タンクには約己 L の水び入ります。 
□ 水は毎曰入れ替えてください。 


-2 


交流1 OOV のコンセントに 

DDDDDDDDDD 

• 湿度サイン(現在湿度の目安)び点灯 
(数字はパーセント） 

• 長期間使用しないとをやお手入れのとを仪外 
は電源プラグは掠かない 
- お手入れ時期を正しくお知 b せずることび 
できません。 （ 0ページ） 


□ □ □ □ □ (現在湿度の目安）□□日 



啸色） 

D D D D 


(緑色） 

□ □ □ □ 


馈色） 

D D D D 


3 タンクの水び水槽にたまってか b 


運転表示ランプび点灯 


□ □□□ □ び点灯 


点灯 


タンク1杯分で連続 （ 「弱」運転)約10時間* 
運転でをる（室温 20 で、湿度 30 %) 

• X •室内の温度、湿度によって時間は変わります。 



情源プラグを差し込んだ直徵ま「亂）（加湿量に含わせて速さが変わる） 




4 


■DDDDDDDDDD 

運乾の/入 


【運乾の/入1 
■ □□□□□ 


□ □ <(□□□) 


• 湿度サインは点灯したまま(電源プラグを抜くと消な） 
• 「切」のとをの消費電力は約 2W 
•長期間お使いにな b ないとさは電源プラグを振を、 
タンクや水槽の水を必ず捨てる 


□ □ □ 



>水位窓か b タンクの水位を 
確認し、かないとをは早め 
に水を補給する 

給水ライン 


〇タンクの水びな<なると 
-運転は自動的に停止します。 

-続けてお使いになるとをはタンクに水を補給 
して < ださい。 ^ 



CD D D D ^ •ボタンを押すたびにランプと「ピッ」音で運転の状態をお知らせします。 

♦運転停止棲再び運転をすると、切タイマー外は停止まえの設定状態で運転をはじめます。 

(電源プラグをおくと記憶は消えます） 

♦□□□□□□□□□□□□□□□a (湿度計の表示と差び出ることびあります） 

湿度は温度の変化に応じて値び変わります。また、空気の流れび良いところと悪いところでは、湿度 
び異なることびあります。このよ5に、温度の違いや空気の流れにより、お部屋の湿度計表示と、こ 
の湿度サインび異なることびあります。 

♦水槽の水を加湿 フイ ルターに散水しているため、パタパタという音びしますび異常ではありません。 


め 

D た 

□ る 

□'ぶ 

D D ^ 

□日げ 

□ □抓^ 

D 

□日ぶ 

□ □( 

I 因 

■原 

-る 

S 日げ 

□□访 

□ □菌 

□□帥木 

ココ、 


□ □ 

□ □ 


□ □ r 


ビ 

力 
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DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□凹 

運転中に本体をはずして持ち上げると、吸水管 
の水び飛び散ります。 

•ベンジンやシンナー、みびを粉、金属たわしな 
どは使わないで<ださい。 

(変形、変色の原因にな0ます） 

•化学ぞうきんをお使いのときは、注意書きに従 
つて <ださい。 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 


加湿フィルターセット- 
(傾1〇ぺージ） 


水槽- 

10ページ） 


■DDDDDDDD 

① タオルを広げる 

② 本体から 
タンクを振く 

③ 八ンガー(左ち2力所） 

を開< 

突起に指を引っかける’ 

④ 本体を真上に持ち上げて、 

水気をよく切ってか b タオルの上に置く 
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□ □□(□□) 


DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 

□ □回 

•2 〜3回繰り返す 

DDDDDDDDDDDDD 

タンクに加湿機用洗剤を溶か 
しためるま湯を入れ、振り洗 
いし、すすぐ(加湿機用洗剤 
(別売品） [1^ 裏表紙） 




■DDDDDDDDD 

①本体を水槽に 

ゆっくりと取り付ける 



②八ンガー(左ち2力所） 
を巧して閉じる 


③タンクを取り付ける 



□ n n n n n n n 胃に清に保ち、性能低下を防止するため 

I I I I I I I I I I I I I I お手人れはこまめに行]てください。 

















































































































































































































DDDDD/DDDDDDDdDDDlDDD) 


■ □□□回 

•突起を手前に引 < 


■DDDDDDDD 

•掃除機の吸い□でほこり 
を吸い取る 


■ □□□□回 

①プリ フイルターを 

吸気グリルに取り付け、 


②つめ （2 力所)を穴に入れて、 
つめ 



突起 



►内側のプリフィルターの 
巧れび落ちにくい場合は、 
水洗いし乾燥させる 


突起 (8 力所)に差し込む ③下側を巧す 


DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

(電源コードを上側にする） 


吐出穴 


吸水管 


フロート 



電源コード 


羽根フィルター 
(阿11ページ） 

吸水管キャップ 


吸水穴 


□ □□/□□□□(!□ □□!□□□) 


■吸水管のはずしかた^左へ回ず 
■吸水管の取り付けかた吟ちへ回ず 

•片手で吸水管キヤツプを固定して、 

ちラ片方の手で、すべり止めを持って回す 
(すべる場合は水気を戌を取る） 


■DDDDDDDD 

•吸水管はブラシなど 
を使って水洗いをする 


•吸水穴や吐出穴の水あかや 
ゴ5を細い棒などで取り除く 


吸水穴 


吸水管キャップ 



吸水管をはずした状態 


すべり 
止め 




•パッキンは柔 b かい布で巧れを戌を取る 
•フ□ー トのまわりにゴ5び付いていないか確認する 
^ゴ5びぁるとをは綿棒などを使ラとょくとれます。 
♦本体内部はめるま湯か、薄めた台所用中性洗剤を浸した 
柔 b かい布を固くしぼってミちれをふき取り、か b ぶきをずる 
♦□□□□□□□□□□□□□ 加湿機用洗剤またはクエン 
酸を溶かした说るま湯に柔 b かい巧を浸して、巧れを戌さ 
取ってください。 


07KFW 














































































□ □□□□□□□□□(□□)□□□□ 


D D D D D 
4：D D )1L 
□lOmLn □ □ 


A 


-1 目盛り 
約 20 mL 


加湿機用洗剤びないときは、クエン酸を使つ 
てお手入れしてください。手順は同じです。 

1 ] ページをよくお読みください） 


加湿フィルターセット 
を入れて 

□ □□回 

(□ 30 日 ）□ □ □ 



•タオルを用意する 
水またはめるま湯(約40で1；|下）に 

DDDDDDDDDDDDD 

•台所用中性洗剤でちお使いになれ 
ますび、こオイや巧れび落ちに<い 
ことびあ0ます。 

□ □□□□□ 別売品/裏表紙) □ □ □ □ □ 


♦リセットボタンを巧すと / 
お手入れランプび消灯し、 (□ 
運転でをる状態になる V 


DDDDDDDD 

□ □回 


フィルターセツトのつめを水槽のみぞと取付 
位置（突起の内側）に合わせて置< 



お手入れ 


IJ じツト 



1 

2 


3 


flliliB •フィルターはフィルター枠か b 取り出したり、ちんだり、こすったりしないでください。 
(加湿能力低下の原因） 

•長期間使わないとさはよく乾燥させてください。（カビの原因） 


4 


新しい水で 

DDDDDDDD 

水を入れ替えて、2〜 
回繰り返す。 


3 




□ □□□□□□□□□□□□回 


DDDDDDDDDDDDDDD 


^DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

♦運転切/入にかかわ b ず、通電中はずっと 
点滅し、約24時間後に点灯に変わる 

^DDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

•運転中は自動的に「切」 

-運転ボタンを押してち運転でをません。 
•通電中はずっと点灯 


お手入れ 


(点滅） 


お手入れ 


(点灯） 


巧れ度合いは水質によって異なりますので、2週間!;1内でも、こまめにお手入れをしてください 


□ □□□□□□□□□□□□□□ 


D D C D 
D D 4 D 

□ □の！ 


D 

D D 
D D 
D D 

□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 

□ □□ 
D D3 
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D 

D 

D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 
2 D 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 































□ □□(□□日 □□□□□)□ □□□□□□□ 


□ (傾^別売品/裏表紙 ) n 


■□ □ □ 

□ □ □ □ ( 約 40 。〇 31 _〇 □ □ □20 □ □ (20g)D DDDDDDDDD2DDDD 
の □ □ □ ( 約 40 。〇 71 _〇 D D D5D D D (50g)D □□□□□□□□□ 5 〇〇〇 ) 

( 濃度び高いと部品破損の原因になります） 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
■ 薬局 . 薬店でち市販のクエン酸をお求めになります。 

□ □□□□□□□□□□ (0^ 下図） 

① クエン酸を入れためるま湯につけて、約 1 己分 
放置する 

② 吸水管はスポンジですすぎ洗いをし、か b ぶ 
ををする。羽根フィルターは水洗いをして、 
よく乾かす。 

• フィルターを破ったりして、傷めない 
( 性能低下の原因） 

で水あかを戌を取り、か b ぶををする 


DDDDDDDDDD 

① クエン酸を入れためるま湯につけて、 
約30分放置する 

② 水を入れ替えすすざ洗いをする 
(2 〜3回繰り返す） 

□ □□□□凹 

•クェ V 聰を藻めた说るま爲に易したホ 



DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 



■□□□□□ 

① 吸水管をはずし 
(傾9ページ） 

② 羽根フィルターの突起 
に指を引っかけてつめ 
をはずす 

③ （開をなび b ) 開いた方 
か b 手前に取り出す 




■ □□□□回 

①開いたまま、 
閉じた方か b 
差し込み 


②片方の手で羽根 
フィルターの筒 
を握ってつめを 
はめる 

(ちラ片方の手で突起 
を巧すとはめやす< 
な0ます） 

•つめは確実にはめる 
(振動や故障の原因） 



DDDDDDDDDD 


1. □□□□□□□□□□□□□□□□□ 傾 8010 □□回 

2. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

3. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



カビの発生を防ぐため、とくに加湿フィルターは十分陰干しし、 
乾燥させてください。 











































































① フィルター枠を引いて 

② フィルターカバーを巧す 

•フィルター枠のつめとフィ 
ルターカバーの r タンク側」 
を同じ方向にする 
(左図参照） 

•つめ (4 力所)は]つずつはめる 


( □□□の □ □ 


■DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

•加湿フィルターの交換時期の目安は約6力月 （1 曰8時間運転の場を)ですび、;欠のよラな場をは交換してください。 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□(□□□□の□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDD 

•ちい加湿フィルターは不燃物として廃棄してください。 


■ □□□□□日 ^ 別売品/交換用加湿フィルターの交換説明書をお読みください 


DDDDDDDD 





1 

2 

3 


DDDDDDDDD 

□ □ □ 

•つめ (4 力所)をはずす 


DDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

•フィルターをまるく広げ、 
フィルター枠か b はみ出 
さないよラにする 
(水び飛び出す原因） 



5^严 






D 

D 

D 

D 

D D 
D D 
D D 
D D 
D D 

4 







































































































































































































□ □□□に 


□ □□□/□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□口 

DDDDDDDDDDD 



♦吸水管の吸水穴や吐出穴に水あかやゴ5びつまって 


N 

いませんか。 

9 


^水あかやゴ5を取り除く 

V 

J 


•設定湿度び湿度サインより低いか、同じになってい 
ませんか。加湿のしすぎを防ぐために運転を停止 
しているとさびあります。 

6 

J 


•プ U フィルター(吸気グ U ル)びほこりで目詰まり 
していませんか。 

^プ|」フィルター(吸気グ|」ル)をお手入れする 

9 

_ J 


•加湿フィルターセツトに水あかやゴ S び付着してい 
ませんか。 

"加湿フィルターセツトをお手入れする 

10 

J 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


□ □□□回 

□ □ □ 


广 

•電源プラグびコンセントからはずれていませんか。 

V 

7 

J 


•お手入れランプび点灯していませんか。 

^加湿フィルターセットと水槽をお手入れし、 

U セットボタンを巧す。 

V 

10 

J 


•タンクの水びからになっていませんか。 
^タンクに水を入れる 

7 

ソ 


□ □□□回 




□ □□□回 




•加湿フィルターセツトび確実に取り付けられてい 
ますか。^確実に取り付ける 

12 

J 


/ 

•加湿フィルターび破れたり、傷んでいませんか。 

^新しい加湿フィルターと交換する 

12 

J 


/ 

• 加湿フィルターセットに水あか节ゴミび付着していませ 
んか。^加湿フィルターセットをお手入れする 

10 

_ J 


/ 

•水槽内にちい水や腐敗物び混入していませんか。 
^水槽をお手入れする 

10 

J 




07 KFW 


13 

















































































□ □□□□□□□□□□ (□□□□□□□□□) 


□ □□□□□□□□□□□□ 

DDmDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD / 


■D D DD D D D D 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確か 
め、お買い上げの販売店からお受け取りくださ 
し、よくお読みのあと、保存してください。 


□□□□□□□□□□□□□□□!□□ 
ただし、加湿フィルターは消拜品ですので保証 
期間内でち「有料」とさせていたださます 


□ □□□□□□□□□□□□□□□•.■ ■□□□□□□□□□□問 

•修理は、ヴービス舍社.販売舍社の「修理ご相談窓□」へ！ 当社は、この気化式加湿機の補修用性能部品 

•その他のお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ を、製造打ち切り後6年保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


DDDDDDDDDD 


D ] 3ページの「故障かな!？」をご確認のあと、直らないときはまず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店 
へご連絡ください。 


•□□□□回 

保証の規定に従って、お買い上げの販売店び修理させてい 
ただきますので、恐れ入りますび、製品に保証書を添えて 
ご持参ください。 

•DDDDDDDDDDDDD 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で 
修理させていただきます。 


•DDDDDDDD 

修理料金は、技術料•部品代-出張料などで構成されてい 
ます。 


nnnnnnnnnnn 

品 名 

気化式加湿機 

品 番 

FE-07KFW 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


技術料 I は、診断 • 故障箇所の修理および部品交換•調整 • 修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 


部品代は、修理に使用した部品および補助材料代です。 


出張料 I は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 


DDDDDDDDD | 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD □□□□□回 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDD 

足□□□□目□□も as 0570-087-087 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDD NTTD DDDDDDDD 
DDDDDDDDD 

•□□□□□PHS □□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDD 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

365 DD D D 9 D D 20 D 

□ □ 目目目 □函 0120 -878-365 

■ □□□□□ PHs □□□□凹 06-6907-1187 

FAX 目目目 □函 0120 - sys-sse 

Help desk for foreian residents in Japan 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closedon Saturdays/Sundays/national holidays) 































D D D D D 


□ □ 日日日日日日日 194-20 

巧 (028)689-2555 

□ □ □□□□□□ 229-1 

巧 (027)352-1 109 

□ □ DDDDDD2DD8-1 

S (0298)64-8756 

□ □ DDDDD2DD4-2 

巧 (048)728-8960 

□ □ □□□□□□□□□□ 172 

巧 (043)208-6011 


□□ □□□□□□□□□□ 

D D 3D D 80 

巧 (076)294-2683 

□ □ □□□□□ 1298 

巧 (076)432-8705 

□ □ DDDDD4DD 112 

巧 (0776)54-5606 

□ □ □□□□□□□ 7600-7 

巧 (0263)86-9209 

□ □ □□□□□765 

巧 (054)287-9000 


□□ □□□□□□□□□ 

2D D 26-17 

巧 (03)5477-9780 

□ □ DDDD1DD4-13 

巧 (055)222-51 71 

□□□ DDDDDDDD5DD 
3-16 

巧 (045)847-9720 

□ □ □□□□□!□□ 8-14 

巧 (025)286-01 71 


□ □□ □□□□□□□□□□ 
8-10 

巧 (052)819-0225 

□□ □□□□□□□□28 

巧 (0564)55-571 9 

□□ □□□□□□□□□ 
DDDD2DD30 

巧 (058)323-6010 

□ □ DDDDDD3DD82 

巧 (0577)33-061 3 

□ □ □□□□□□□□ 1920-3 

巧 (059)255-1 380 


□□ □□□□□□□□□ 

2D D 17-7 

巧 (011)894-1251 

□ □ DDD2DD21DD 

巧 (0166)31-61 51 

□ □ DDDD19DD1DD 

7-11 

巧 (0155)33-8477 

□ □ DDDDDD 589DD241 

DDDDDDDDDDDD 

巧 (0138)48-6631 


□□ □□□□□□□□ 

3-7-10 

巧 (017)739-971 2 

□□ DDDDDDDD2DD 

巧 (018)826-1 600 

□ □ DDDDD13DD30-3 

巧 (019)639-51 20 

□□ □□□□□□□□□ I 

7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

□□ □□□□□□□□□ 

3D D 12-2 

巧 (023)641-81 00 

□□ □□□□□□□□□ 

□ □田 65 

巧 (0243)34-1 301 


□ □ DDDDD6DD2-1 

□□ □□□□□□□□ 

巧 (077)582-5021 

800D D 

□□ DDDDDDDDDDDD 

巧 (0743)59-2770 

71-4 

□ □□ □□□□□□ 499-1 

巧 (075)672-9636 

巧 (073)475-2984 

□□ □□□□□□□□!□□ 

□ □ □□□□□□□中口 

1-7 

3D D 2-6 

巧 (06)6359-6225 

巧 (078)272-6645 


□ □ DDDDD 295-1 

巧 (0857)26-9695 

□ □ DDDDD4DD2-33 

巧 (0859)34-21 29 

□ □ DDDDDD182DD14 

巧 (0852)23-1 128 

□ □ □□□□□□416 

巧 (0853)21-31 33 

□ □ □□□□□□ 327-93 

巧 (0855)22-6629 


□□ □□□□□□□□□ 

□ □ 807 

巧 (086)292-1 162 

□□ DDDDDDDD8DD 
13-20 

巧 (082)295-5011 

□ □ □□□□□□ 

□ □□□□□□ 447-23 

巧 (083)986-4050 


□ □ □□□□□□ 152-2 

巧 (087)868-9477 

□□ □□□□□□□□□ 

□ □□ □ □ 108 

巧 (088)698-1 125 


□ □ □□□□□□□□331-1 

巧 (088)866-31 42 

□ □ □□□□□□□ 750-2 

巧 (089)971-21 44 


□□ DDDDDDD3DD48 

巧 (092)593-9036 

□□ □□□□□□□□ 

□ □□□□□ 3044 

巧 (0952)26-91 51 

□ □ □□□□□ 1949-1 

巧 (095)830-1 658 

□ □ DDDDD4DD8-35 

巧 (097)556-381 5 

□□ □□□□□□□□□□ 
2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


□ □ □□□□□□□12-3 

巧 (096)367-6067 

□ □ □□□□□ 18-11 

巧 (0969)22-31 25 

□ □□ □□□□□□□!□□ 
5-33 

巧 (099)250-5657 

□ □ □□□□□□ 10-1 

巧 (0997)53-51 01 


□ □ DDDDD4DD23-11 


巧 (098)877-1 207 


□ □□ 皿 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 皿□□□□□□□□□□回 


0503 


07 KFW 


15 


査& 0570 ■087-087 


DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□ 


D 

□ _ 


D 

D 


D 

□ □ 

□ □ 


D 

D 


D 

□ 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 












































□ □ 

交流] 00 V 己 0/60 HZ 

□ □ □ □ 

23/27 W 趟） 

□ □ □ 

己日 Hz 弓童： 660 mL/h , m :己2日 mL/h 

(室温2日で、湿度3日％) 

60 Hz 弓童： 7日日 mL/h 1 : 49日 mL/h 

□ □□□い 

木造和室2日の3(] 2畳)、プレ八ブ洋室32の3(]9畳）^6日 Hz 時 

□ □ □ □ □ 

約己.日 L 

□ □ □ □ □ 

2.0 m 

□ □ □ □ 

高さ 393 mm X 幅37己 mm x 奥行き27日 mm 

□ □ □ □ 

己. 2 k 旨 


•運転「切」のときの消費電力は、約2 W です。 

•室内の温度、湿度によって加湿量び変わります。 

-温度び高い、または湿度び低いほど加湿量び多くなる 
-温度び低い、または湿度び高いほど加湿量びかなくなる 


•DDDDDDDDDD 
D 1DDDD 
□ □ : FE-Z07ES 

希望小売価格： 3|1己日円 
(税抜3|□日日円） 


参 □□ 凹 （100 X5D D D ) 

(サービスパーツ） 

□ □□回 FKA 2000005 

希望小売価格： 2] 日円 
(税抜2□□円） 

(薬局 • 薬店でち市販のクェン酸 
をお求めになれます） 


• □□□□□ 日 （ 400mL) 

(ヴービスパーツ） A 

□ □□□日 FE-Z40HV 
希望小売価格： 63日円 
(税抜6□□円） 



□ □□□□□□□□□□□□□□叫 



• 水もれする。 

□ □□回 

• こげ臭いこオイびする。 

□ □□ 

• 本体び異常に熱い。 

DDDDDD 

• 運転中に異常な音びする。 


• その他の異常-故障びある。 


このような症状の時は、故障や 
事故防止のため、スイッチを切 
り、コンセントから電源プラグ 
を抜いて、必ず販売店に点検を 
ご依頼ください。 


□ □ □ □ 

おぼをのため 

記入されると 
便利です 

お買い上げ日 


年 

月 

曰 

品番 

FE -07 KFW 






お客様ご相談窓 □ 

販売店名 

電話 （ 

) 

_ 


電話 （ 

) - 


DDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□凹 

干 486-8 已22愛知県春曰井市鷹来町字下仲田4017蚕 

◎ Matsushita Electric Industrial Co . ， Ltd . (松下電器産業株式会社） 2002 



&) 


圓国 

3 

&) 


口 

□ 


□ □ □ □ 


D □ □ お近<の販売店でお求め<ださい。（希望小売価格は平成16年4月現在） 


FE-07KFW 


この取扱説明書はエコマーク認定の再生紙(古紙] 00 %) を使用しています。 


07KFW8 770D 
K0 802Y4 







































